
2014年度第 3回研修委員会議事録 

 

日 時 ： 2014 年 6 月 23 日（月）14：00～16：30 

会 場 ： 中央大学 中央図書館会議室 

出 席 者 ： 伊能秀明（明治大学）・鈴木努（早稲田大学）・植苗翔（中央大学）・酒見佳

世（慶應義塾大学）・粕川悠介（成城大学）・山田雅子（慶應義塾大学）・金

万智昭（専修大学）・恒次知美（専修大学） 

議 長 ： 伊能秀明（委員長） 

記 録 ： 恒次知美（専修大学） 

配布資料 ： ① 2014 年度第２回研修委員会議事録 

② 2014 年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研修会 時間割

(案)ver.2 

③ 2014 年度私立大学図書館協会東地区部会研究部研修会 時間割

(案)ver.3 

④ 「講演」「先進事例研究」及びワークショップ講師関連資料 

(1) 「挨拶」（「早稲田大学坪内博士記念演劇博物館年報」№109 より，

2013.9) 

(2) 筑波大学附属図書館展示Ｂlog（ＨＰより） 

(3) 「図書館で展覧会を開く」(WASEDA ONLINE より) 

(4) 「共読ライブラリー」(編集工学研究所発行，冊子より抜粋) 

⑤ 2014 年度研修会 告知文(案) 

⑥ 意見交換会の会場関係資料  

 

議 事 

1. 2014 年度研修会について 

1.1. 2014 年度私立大学図書館協会東地区部会総会 研修委員会関連報告について 

6 月 14 日に成蹊大学で開催された部会総会において、本年度研修会の日程・会場（10 月

29・30 日, 早稲田大学）、研修会費（無料）及び意見交換会参加費（1,000 円）について報

告了承されたことを伊能委員長より報告した。 

 

1.2. ワークショップ打合せ及びワークショップ提案(中間報告)について 

6 月 12 日に編集工学研究所を訪問した際の交渉経過について、下記のとおり報告が行われ

た。 

訪問者は伊能委員長、酒見委員、粕川委員、山田委員、恒次事務局員の 5名。応対者は櫛

田理氏（チーフプロデューサー）、和泉加奈子氏（松岡正剛事務所）及び寺田賢司氏（同）

だった。伊能委員長より研修会の予算、趣旨等を説明し、内諾をいただいた。ワークショ

ップの詳細については、7月初旬にプランの提示を受けることになった。 

編集工学研究所から、図書館員が想定している展示がどの範囲を含んでいるのか（どの館

でも行う可能性のある新刊展示のようなものか、展示スペースをとって行うようなものか）

など、どのような展示に焦点を当てるかについて検討している旨が報告された。 

また、そのときに提示した資料②について、編集工学研究所より後日連絡があり、１日目

の時間配分について変更ができないかという打診があった。そのため、伊能委員長より資

料③の形に変更してはどうか、という提案があった。 

委員会で検討した結果、基本方針は資料③のとおりとすることが決定した。 

 



1.3. 「講演」「先進事例研究」及びワークショップ各講師への依頼について 

「講演」（80 分）については、早稲田大学演劇博物館館長岡室美奈子氏に内諾をいただい

た。 

資料②の「事例報告」1、2 は各 50 分の予定だったが、協議の結果、より具体的な内容に

してもらうため、「先進事例研究」1、2（60 分×2）に構成を変更した。講演時間増に伴い、

開始時刻を 15 分早めることとした。 

また、各講師候補の実績について、伊能委員長より資料④に基づいて報告が行われた。ワ

ークショップについては未定の部分があるが、全体の方針が決まってきたので、各講師候

補へ順次交渉することとした。 

 

1.4. 2014 年度研修会 告知文（案）について 

伊能委員長より素案が提示された。募集人数について、当初は 70 人を予定していたが、会

場の収容人数に余裕があることから、受入可能人数を編集工学研究所へ確認することとし

た。 

 

2. その他 

2.1. 意見交換会の会場について 

会場として、「西北の風」（大隈記念タワー内）などいくつかの案はあったが、国際会議場

にてケータリングを取り寄せることとなった。ケータリング業者はリーガルロイヤルホテ

ル、生協なども利用可能なことが鈴木委員から報告された。 

 

2.2. ポスター展示について 

ポスター展示は、ワークショップの内容と関連させる形でも、また、別のモチーフでもか

まわないと山田委員より補足説明があった。参加者一人につき一枚ずつポスターを持参し

てもらい、それらを展示してデザインの優れたポスターに投票を行う方法などの案が出さ

れた。全般的に、学内外に大きく広報出来る大規模館だけではなく、様々な規模の館が自

館の取り組みを発表できるような場にしたいとの意見があった。 

 

2.3. 次回研修委員会日程について 

次回は慶應義塾大学日吉キャンパスで開催予定。編集工学研究所にも参加を要請する。候

補日として 7/24, 7/28, 7/29 があげられた。 

 

 

以 上 


